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問題１ 
 
以下の各問いにすべて答えなさい。 

 
(1) 「法律上の争訟」（裁判所法 3条 1項）とは何か。法律上の争訟に該当する事例と該当
しない事例を例示しつつ、簡潔に説明しなさい（10点）。 
 
(2) 私人間効力論について説明しなさい（20点）。 
 
(3) 表現の自由の制約立法の違憲性を審査する際に用いられる、いわゆる「二重の基準論」
について説明しなさい。その際、「二重の基準論」に対する批判的見解についても言及する

こと（20点）。 
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問題 2 

 

問１ 社会における政府（国家権力）の機能について、良い面と悪い面のそれぞれに目

配りしながら、具体的な例を挙げつつ説明しなさい。（３０点） 

 

 

 

問２ 以下の（ア）～（ウ）より、１つの事項を選択し、①それがどのような現象で、

②社会や人びとにどのような影響を与えるか（ないし与えたか）を説明しなさい。

（２０点） 

 

（ア） 保護貿易主義 

（イ） 市民革命 

（ウ） ネガティブ・キャンペーン 

 


